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未来のテクノロジーを統合する
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インダストリアル・インターネット・オブ・シングズ（IIoT） とコネクテッドワールド
の実現のため、 高機能な計測機器と制御装置が通信連携できることを保証する、    
オープンで相互運用が可能な標準化技術が求められています。

産業オートメーションの
新時代

最新の統合されたオートメー
ションアーキテクチャが
確立できること

接続性や情報交換が
最適化されていること

セキュアでクラウドベースの
エンタープライズデータ
アクセスが可能であること

これまでの技術投資が
無駄にならないこと

コントロールネットワークと
の情報交換が可能なこと

エンタプライズ全体にまた
がる規模のソリューションで

あること

産業が求めているもの
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FDT Groupは、産業オートメーションで活動する主要なグローバル企業が参加し
ている国際的な非営利団体であり、デジタルトランスフォーメーションの時代に重
要となる操業上の問題を可視化し、最新のアセットの統合と実績データへのアクセ
スを可能とすることに焦点を当てています。
数万のFDT®対応システムが何百万ものDevice Type Managers（FDT / DTMs）と共
に利用され、FDTはプロセスオートメーションやファクトリオートメーションシステ
ムのアセットの統合に、最も広く採用されている標準となっています。

FDTは、現代の産業活動にとって革新的な技術であり、第四次産業革命の鍵となる
IIoTサーバーベースのソリューションを使って、クラウドベースのエンタープライズ
におけるデータアクセス、モバイルアプリ、拡張現実を提供します。
もう1つの画期的な点は、FDTがFDT / OPC UAコンパニオン仕様を使用して、こ
れまでのデバイス固有の情報統合の標準から情報交換プラットフォームに移行
し、IIoTおよびIndustry 4.0アプリケーションとの接続性を提供することです。

センサーからクラウドまで
統合するオープンスタンダード

®

FDT represents the leading global standard for universal device and network integration for both the process and factory automation markets. It is engineered  
for use with all major industrial communications protocols and proprietary protocols with fully transparent tunneling through any mixed network topology.

全ての産業用標準、プラットホーム、プロトコルをサポート
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FDT GroupのFDT UEアーキテクチャ（FDT 3.0）の開発は、重要な産業要件を満た
し、さまざまなIIoTベースのソリューションを展開するための柔軟なプラット
フォームを提供します。 FDT UEは、システムの拡張が容易かつ迅速で、オペレー
ティングシステムにも依存しないため、さまざまな操作環境で使用できる多面性
を備えています。このアプローチによって柔軟なFDTサーバーアーキテクチャと
堅牢なFDTデスクトップ環境を実現し、現行のFDTのインストールベースを次世代
の技術で橋渡をして新しいアプリケーションへと発展させます。

FDT Groupは、インテリジェントな産業エンタープライズ向けの開発に向けて、産
業主導のフィードバックを取り入れています。 

ワーキンググループは、次のような基準に焦点を当てています。

・ FDThub™は、クラウドベースならびに外部のネットワークから隔離されたオンプレ
 ミスのシステムへ展開するために設計され、DTMパッケージを保管し、認証された
すべてのDTMに簡単にアクセスできるサービスを提供します。

・ FDTモビリティは、重要な機器のデータアクセスを拡大し、モバイル機器管理イン
ターフェイスとアプリを使用してメンテナンスの作業効率を上げ、プラントオペレー
 ターのワークフローを改善します。

・ FDTセキュリティは、包括的なセキュリティソリューションを強化することで、データ
アクセスをエンタープライズから機器レベルまで保護します。その際には、常時接
続の機器だけでなく、外部のネットワークから隔離された機器についてもその必要
な要件を考慮しています。

産業エンタープライズ向けの
柔軟なアーキテクチャ

全ての産業用標準、プラットホーム、プロトコルをサポート

最新のインテリジェントなオートメーションを推進

FDT UEソリューションは、プロセス、ハイブリッド、ディスクリートオートメーション市場の要求を満たす
標準化された情報主導のビジネスモデルを活用し、インテリジェントオートメーションを推進します。

製造基準の変革;オープンで安全で
柔軟なアーキテクチャの実現で、堅
牢な組み込み済みのセキュリティ機

能を提供

OPC UAをシームレスに統合して、
安全なモバイル、クラウド、オンプレ
ミス、エッジ、およびエンタープライ
ズ全体の包括的なアプリケーション
の制御とWebサービスをサポート

特定のオペレーティングシステムに
依存せず、将来も持続可能なサー

バーベースのアーキテクチャを可能
にした最新のテクノロジーを採用
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C

・ リアルタイムのデータ交換にはパブリッシュ/サブスクライブ
環境を利用しています。

E
Webサーバー
・ ブラウザーベースの環境を活用します。

・ フィールド機器の管理を集約し実行します。

・ アセット管理とメンテナンスを改善するために、OTアクセス
　  変換をおこないます。

・ 認証されたコンピューター、タブレット、スマートフォン
DCSやPLCのアセット管理アプリケーションなどを介し、物理
的なプラントや設備に対してブラウザーベースのアクセスを
実現します。

・ Webサーバーは共通コンポーネントに組み込まれています
が、システムベンダーは、別に実装したWebサーバーに入れ
替えて使用することもできます。

A
 FDTサーバー
・ .NET Coreオープンソースソフトウェアを使用して、機器、クラウド

およびIIoTアプリケーションを構築します。
・ macOS、Linux、Windowsなど、さまざまなオペレーティングシス

テム と互換性があります。

・ クラウド、エッジ、オンプレミス、外部から隔離されたネットワー 
クなど、さまざまな実装オプションを提供します。

・ サーバー共通コンポーネントを採用することで、開発者は標準を
製品に個別に実装する必要がなくなり、付加価値機能の搭載に
注力できます。 

B
 コアサーバー

・ FDTサーバーのIIoTデータハブとして機能します。

・ サーバー共通コンポーネントに含まれています。

・ DTMユーザーインターフェイスとビジネスロジックが組み込まれ
ています。

・ FDThubの保管庫を介してDTMを最新版に保って保管し、保管され
ているDTMをインスタンス化して実行します。  

・ FDTトポロジ情報を提供します。

C
 ベンダが独自に追加する付加機能
・ アセット管理アプリケーションやPLCツール、DCS /エンジニアリン

グアプリケーションなどの高レベルで複雑なシステムなどが拡張機
能として組み込み可能です。

・ ビジネスロジック、プロジェクトデータ、およびWeb UIなど、すべて
の基本的なコーディング基盤として、サーバー共通コンポーネント
 を組み込むことができます。システムベンダーは、自社ブランド化の
ために独自のプログラムやスクリプトを追加してカスタマイズする 
こともできます。

D
 OPC UAサーバー
・ クライアントベースの環境を活用します。

・ IT / OT統合とデータやデバイスの機器情報のゲートウェイサービ
 スを提供します。

・ 開発者は、サーバー共通コンポーネントに含まれる業界標準の
OPC UAサーバーをそのまま活用することもできますし、より最適な
OPC UAサーバーに入れ替えることもできます。

・ ERP / MESをサポートして、エンタープライズレベルの接続性、プラ
ントの可用性、高品質生産を最適化します。

・ プラントアプリケーションデータへOPC UAクライアント/サーバー
認証アクセスを提供します。 

FDTサーバー　　　
ソリューションの仕組み

F
 セキュリティ
 ・ Transport Layer Security（TLS）を使用して暗号化された

通信を提供します。

 ・ 有線ネットワークで実証されたセキュリティレベルを産
業用オートメーションプロトコルに活用します。

 ・ 認められたユーザーだけにシステムアクセスを許可す
る、ユーザーセキュリティを実装します。

 ・ 認証用509v3の証明書をサポートします。

G
 FDThub™

・ 単一保管庫で管理することで、認証されたすべての機器DTM
および通信DTMへのアクセスが容易になります。

・ クラウドベースへの展開に際しても、自動機器検出が可能です。

・ 外部のネットワークから隔離された、オンプレミスのローカル
サーバーとして利用可能です。

・ 509V3の証明書を使って、承認されたアクセス権を持つマシン
　  に対して、マシン間通信をサポートします。　

H
 リモートサイト接続

・ 1台のサーバーで複数のサイトをサポートできます。

・ FDThub DTMパッケージライブラリへのアクセスを提供します。

・ TLS、509v3証明書、認証、承認、暗号化によるセキュリティと接続

性を最適化します。

・ IT環境のVPNと互換性があり、MQTTやAMQPやイントラネット
などの特定のプロトコルのゲートウェイを備えており、安全な
エンタープライズネットワーク内で通信を維持できます。

B

D

E
F

H

G

A
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革新的なビジネス
モデルの強化

FDT UEアーキテクチャを含む近年のFDTテクノロジーの開発によって、スマート
デバイスに向けた新世代のDTMの開発を目指す企業は、洗練された実証済み
のソリ ューションを活用できます。

これらのWebベースおよび共通コンポーネントベースのDTMは、クライアントサ
ーバーアーキテクチャによって、ユーザーインターフェイス（UI）とビジネスロジック

（BL）を分離させ、DTMをFDT UEソリューションのアプリとして動作させます。

FDT UEベースのDTMでは、FDTサーバーに組み込まれたOPC UAサーバーを介
して、機器データと状態情報を利用することが自動的に可能となります。 

これにより、データを基にしたメンテナンスのアプローチや、MESおよびERPとの
間で生のプラントデータの高度な統合化など、無数の革新的なビジネスモデルを
展開できます。



DTMポートフォリオには以下が含まれます。

機器DTM
                圧力伝送器などのフィールド機器をサポートし  　

機器の機能を最大限引き出します。

インタープリタDTM
機器記述（DD）、電子機器記述（EDD）、FDIデバイスパッケ
ージ、IO-Link機器記述(IODD)など、他の技術で記述されて
いる機器表現データをインタープリタDTMで解釈すること
で、機器設定およびパラメータアクセスをFDTシステム上で

実行することができます。

ユニバーサルDTM
特定のプロトコルに準拠するパラメーターを使用して当該

プロトコルのすべてのデバイスを広範囲にサポートします。  

通信（Comm）DTM
IT/OTでマッピングされた、ネットワークプロトコルの運用

に必要な通信チャネルを標準化します。

ゲートウェイDTM
異なるプロトコル間での通信をサポートします。

ユニバーサルな機器
統合を実現する鍵
FDT Serverプラットフォームにより、サーバーまたはデ
スクトップのホスティング環境とシームレスに統合でき
るDTMの作成ができるようになり、オートメーション機
器ベンダのビジネスモデルも改善されます。

このソリューションは、ユニバーサル機器統合のこれま
での限界を突破する鍵を握っています。

限られたデスクトップ環境から、最新のクラウドベ 
ース のブラウザー環境に移行します。

HTML5を使用して、ビジネスロジックとGUIの混在
に関連するコーディングの課題を解決します。

一元化されたオンラインFDThubリポジトリを使用
して「FDT as a Service」を展開し、顧客へ配布する認
証DTMにアクセスする手段を提供します。DTMが複
数の場合でも、機器ディスカバリーは自動ダウン
ロードまたは検索結果のリクエストを複数のDTMに
対して実行します。

予知保全に関するNAMUR NE107の推奨事項に準
拠しています。

DTM共通コンポーネントを使用してDTMを開発す
ることで、OPC UAとの互換性が確保されます。

OPC UA Pub-Sub環境を活用して、履歴データやア
セットの健全性をリアルタイムで診断できます。

DTM全体を実行せずに、特定の機能の情報だけを
処理する「Static Function」を用意し、小規模なプロ
グラムを実行することでシステムの負荷を低減しま
す。

ネットワークトポロジが混在する場合は、垂直通信
を有効にして、末端機器へのトンネリング（ネスト）
を可能にします。

FDT UE DTM、従来のDTM、およびその全ての
機器記述(FDIデバイスパッケー
ジ，DD、EDD、IODD、GSDを含む)
は、WindowsベースのFDTデスクトップ環境と互
換性があります。

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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FDTは、産業オートメーションの繋がる世界に向けた、包括的なオープンアーキ
テクチャをサポートしています。産業オートメーションネットワークのプロトコル
に依存しないというFDTの標準アーキテクチャを利用して、最高レベルで汎用性
のある機器統合とアセット管理を実現しています。こうしたプラットフォームで、
安定したネットワーク統合モデルを提供します。これを使ってインテリジェントな
機器が、企業全体にわたって機器固有の診断データを、ネットワークトポロジを
意識せずに送信することができます。

FDT統合の利点

 汎用機器とネットワーク　
統合を有効にする

モバイルアプリを活用し
て、プラントオペレーター
の生産性を向上させる

最新のIIoTおよび
Industry 4.0ソリューショ

ンへの移行

安全なオンラインの保管
庫で認証DTMを管理する

エンタプライズにまたが
るシームレスなデータ

交換を保証

従来のテクノロジーへの
投資を無駄にしない

システム拡張が容易なシ
ングルユーザー（デスクト
ップ）またはマルチユーザ
ー（サーバー）に対しプラッ

トフォームを展開する

組み込みのセキュリティに
より信頼性を確保

産業オートメーションにとっての主な利点：



Empowering the Intelligent Enterprise



詳細情報
ウェブサイトhttp://fdtgroup.jp/（FDT日本支部Web
サイト）またはwww.fdtgroup.org/（FDT本部Webサイ
ト）をご覧頂くか、http://fdtgroup.jp/pages/contact/
contact.php を経てFDT Group日本支部までメール
をお送りください。
また、FDT製品を取り扱う最寄りのオートメーションサ
プライヤにお問い合わせ下さい。

2022 FDT Group. FDTは登録商標です。また、FDT Unified Environment、FDT UE、Device Type 
Manager™ DTM™、およびFDThub™ はFDTグループの商標です。
これ以外の製品ブランドや製品名も各社の商標である場合があります。




